
計画推進のための主な指標（次期計画・案）

1
65歳以上で要支援・要介護認定を受けていない

人の地域包括支援センターの認知度

58.9

(R5.1)
65 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

2
高齢者生活支援サポートセンター事業の

サポーターの登録数

160

(R5.3)
180 人 鎌倉市調べ

3 認知症サポーター養成講座の参加者数

年間1,475

累計18,875

(R5.3)

25,000
人

(累計延べ人数)
鎌倉市調べ

4 認知症に関する相談窓口の認知度
28.3

(R5.1)
40 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

5
高齢者雇用促進事業の就業者数

（そのうちの60歳以上の人数）

43

（R5.3）
（調整中） 人 鎌倉市調べ

6
地域活動への参加※

（何らかの活動に月に１回以上参加）

31.4

(R5.1)
35 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

7 外出頻度（週２日以上の外出割合）
47.9

(R5.1)
50 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

8
日常生活で不安や不自由を感じない割合※

（まったく思わない、そう思わない）
ー 60 ％

高齢者保健福祉に関するアンケート調査

（次回より設定）

9
主観的健康感※

（とてもよい・まあよい）

82.6

(R5.1)
80 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

10
地域介護予防活動支援事業補助金の交付団

体への参加者数

33,771

（R5.3）
45,000

人

(年間延べ人数)
鎌倉市調べ

11
利用している介護事業所の介護保険サービス内

容の満足度

81.1

(R5.1)
80 ％ 在宅介護実態調査

12
居宅介護支援事業所等が作成した

ケアプランの点検数

36

(R5.3)
36 件／年 鎌倉市調べ

13
主観的幸福感の割合

（幸せ・とても幸せの割合）

67.6

(R5.1)
70 ％ 高齢者保健福祉に関するアンケート調査

14 要支援・要介護認定を初めて受ける平均年齢
82.2

(R3.11)
82.4 歳 地域包括ケア「見える化」システム

介護保険サービスの

適切な提供体制の充実

全体計画の指標

出典

いつまでも安心して地域で暮らせる地域づくり

認知症の人を支える体制づくり

生涯現役社会の構築と生きがいづくりの推進

住みなれた地域で生活できるための

環境の整備

健康づくりと介護予防の推進

単位ＮＯ. 基本方針 評価指標の項目
現状値

（時点）
目標値
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